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医療法①

第二節 医療計画

第三十条の四 都道府県は、基本方針に即して、かつ、地域の実情に応じて、当該都道府県における医
療提供体制の確保を図るための計画(以下｢医療計画｣という。)を定めるものとする。
２ 医療計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。
一 都道府県において達成すべき第四号及び第五号の事業並びに居宅等における医療の確保の目標に関
する事項

二 第四号及び第五号の事業並びに居宅等における医療の確保に係る医療連携体制（医療提供施設相互
間の機能の分担及び業務の連携を確保するための体制をいう。以下同じ。）に関する事項

三 医療連携体制における医療提供施設の機能に関する情報の提供の推進に関する事項
四 生活習慣病その他の国民の健康の保持を図るために特に広範かつ継続的な医療の提供が必要と認め
られる疾病として厚生労働省令で定めるものの治療又は予防に係る事業に関する事項

五 次に掲げる医療の確保に必要な事業(以下｢救急医療等確保事業｣という。)に関する事項(ハに掲げる
医療については､その確保が必要な場合に限る。)
イ 救急医療
ロ 災害時における医療
ハ へき地の医療
ニ 周産期医療
ホ 小児医療（小児救急医療を含む。）
ヘ イからホまでに掲げるもののほか、都道府県知事が当該都道府県における疾病の発生の状況等に
照らして特に必要と認める医療

六 居宅等における医療の確保に関する事項
七 地域における病床の機能の分化及び連携を推進するための基準として厚生労働省令で定める基準に
従い定める区域（以下「構想区域」という。）

５疾病

５事業

在宅医療

ハ そのまん延により国民の生命及び健康に重大な影響を与えるおそれがある感染症がまん延し、
又はそのおそれがあるときにおける医療（※令和３年５月28日公布､令和６年４月１日施行）

＋１事業

６事業
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医療法②

八 地域医療構想の達成に向けた病床の機能の分化及び連携の推進に関する事項
九 病床の機能に関する情報の提供の推進に関する事項
十 外来医療に係る医療提供体制の確保に関する事項
十一 医師の確保に関する次に掲げる事項
イ 第十四号及び第十五号に規定する区域における医師の確保の方針
ロ 厚生労働省令で定める方法により算定された第十四号に規定する区域における医師の数に関す
る指標を踏まえて定める同号に規定する区域におい
て確保すべき医師の数の目標
ハ 厚生労働省令で定める方法により算定された第十五号に規定する区域における医師の数に関す
る指標を踏まえて定める同号に規定する区域において確保すべき医師の数の目標
ニ ロ及びハに掲げる目標の達成に向けた医師の派遣その他の医師の確保に関する施策
十二 医療従事者（医師を除く。）の確保に関する事項
十三 医療の安全の確保に関する事項
十四 主として病院の病床（次号に規定する病床並びに精神病床、感染症病床及び結核病床を除
く。）及び診療所の病床の整備を図るべき地域的単位として区分する区域の設定に関する事項

十五 二以上の前号に規定する区域を併せた区域であつて、主として厚生労働省令で定める特殊な医
療を提供する病院の療養病床又は一般病床であつて当該医療に係るものの整備を図るべき地域的
単位としての区域の設定に関する事項

十六 第六項及び第七項に規定する区域を定めた場合には、当該区域の設定に関する事項
十七 療養病床及び一般病床に係る基準病床数､精神病床に係る基準病床数､感染症病床に係る基準病
床数並びに結核病床に係る基準病床数に関する事項

病床機能報告制度地域医療構想

医師確保計画

二次医療圏

三次医療圏 基準病床数

外来医療計画
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○ 外来医療に係る医療提供体制の確保に関する事項

○ 都道府県が、国の定める基本方針に即し、地域の実情に応じて、当該都道府県における医療提供体制の確保を図るために策定する
もの。

○ 医療資源の地域的偏在の是正と医療施設の連携を推進するため、昭和60年の医療法改正により導入され、都道府県の二次医療圏ご
との病床数の設定、病院の整備目標、医療従事者の確保等を記載。平成18年の医療法改正により、疾病・事業ごとの医療連携体制に
ついて記載されることとなり、平成26年の医療法改正により「地域医療構想」が記載されることとなった。その後、平成30年の医療法改
正により、「医師確保計画」及び「外来医療計画」が位置付けられることとなった。

・2025年の､高度急性期､急性期､回復期､慢性期の４機能ごとの医療需
要と将来の病床数の必要量､在宅医療等の医療需要を推計。

○地域医療構想

記載事項（主なもの）

※５疾病･･･５つの疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患、
糖尿病、精神疾患）。

５事業(＊）･･･５つの事業（救急医療、災害時における医療、
へき地の医療、周産期医療、小児医療（小児救急医療を含

む。））。
(＊）令和６年度からは、「新興感染症等の感染拡大時における医療」を追加し、６事業。

○５疾病・５事業（※）及び在宅医療に関する事項

・疾病又は事業ごとの医療資源・医療連携等に関する現状を把握し、
課題の抽出、数値目標の設定、医療連携体制の構築のための具体
的な施策等の策定を行い、その進捗状況等を評価し、見直しを行う
（PDCAサイクルの推進）。

○医師の確保に関する事項

・ 三次・二次医療圏ごとに医師確保の方針、目標医師数、具体的な
施策等を定めた「医師確保計画」の策定（３年ごとに計画を見直し）

・ 産科、小児科については、政策医療の観点からも必要性が高く、診
療科と診療行為の対応も明らかにしやすいことから、個別に策定

○医療圏の設定、基準病床数の算定

・ 国の指針において、一定の人口規模及び一定の患者流入/流出
割合に基づく、二次医療圏の設定の考え方を明示し、見直しを促進。

・ 病院の病床及び診療所の病床の整備を図るべき地域的単位と
して区分。

計画期間

○ ６年間 （現行の第７次医療計画の期間は2018年度～2023年度。中間年で必要な見直しを実施。）

５２医療圏（令和２年４月現在）

※都道府県ごとに１つ
（北海道のみ６医療圏）

【医療圏設定の考え方】
特殊な医療を提供する単位として設
定。 ただし、都道府県の区域が著しく
広いことその他特別な事情があるとき
は、当該都道府県の区域内に二以上
の区域を設定し、また、都道府県の境
界周辺の地域における医療の需給の
実情に応じ、二以上の都道府県にわた
る区域を設定することができる。

三次医療圏

【医療圏設定の考え方】
一般の入院に係る医療を提供することが相
当である単位として設定。その際、以下の社
会的条件を考慮。

・地理的条件等の自然的条件
・日常生活の需要の充足状況
・交通事情 等

３３５医療圏（令和２年４月現在）

二次医療圏

・ 外来医療機能に関する情報の可視化、協議の場の設置、医療機器
の共同利用等を定めた「外来医療計画」の策定

（第８次医療計画等に関する検討会資料）

医療計画について
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医療計画等の策定状況

年度 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

介護保険
事業計画

医療計画

地域
医療
構想

医師
確保
計画

外来
医療
計画

第９期計画第８期計画第７期計画第６期計画

第７次計画 第８次計画第６次計画

第５期計画 第10期計画

～2025年 ？

～2023年

～2023年 （第８次計画）

（第８次計画）
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R4.8月 9月 10月 11月 12月 R5.１月 2月 3月 4月

【厚労省】
医療計画作成
指針発出？

○国の検討状況や今後実施する意見集約については、地域医療専門委員
会の開催の都度、情報共有する。

【厚労省】
第８次医療計画等に関する検討会の開催

【道】
地域医療専門委員会の開催

第２回
意見集約

第３回
意見集約

第１回
意見集約

R6.1～3月

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

北
海
道
医
療
計
画
の
決
定
・告
示

【道】【道】

二
次
医
療
圏
設
定
の
方
向
性
を
整
理

～12月

【道】

５
疾
病

・
６
事
業

+

在
宅
医
療

医
師
確
保
計
画
・外
来
医
療
計
画

の
具
体
的
内
容
の
検
討

二次医療圏の設定に係る検討スケジュール
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次期医療計画の検討体制について
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第８次医療計画の策定に向けた検討体制【厚生労働省】

○第８次医療計画の策定に向け、「第８次医療計画等に関する検討会」を立ち上げて検討。
○現行の医療計画における課題等を踏まえ、特に集中的な検討が必要な項目については、本検討会の下に、
以下の４つのワーキンググループを立ち上げて議論 。
○新興感染症等への対応に関し、感染症対策（予防計画）に関する検討の場と密に連携する観点から、双方の
検討会・検討の場の構成員が合同で議論を行う機会を設定。

（220304 第８次医療計画等に関する検討会資料）

第８次医療計画等に関する検討会
○医療計画の作成指針（新興感染症等への対応を含む５疾病６事業・在宅医療等）
○医師確保計画、外来医療計画、地域医療構想 等
※具体的には以下について検討する
・医療計画の総論（医療圏、基準病床数等）について検討
・各検討の場、ＷＧの検討を踏まえ、５疾病６事業・在宅医療等について総合的に検討
・各ＷＧの検討を踏まえ､地域医療構想､医師確保計画､外来医療計画について総合的に検討
※医師確保計画及び外来医療計画については、これまで「医師需給分科会」で議論してきて
おり、次期計画の策定に向けた議論については、本検討会で議論。

地域医療構想及び
医師確保計画に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・医師の適正配置の
観点を含めた医療
機能の分化・連携
に関する推進方針
・地域医療構想ガイ
ドライン
・医師確保計画ガイ
ドライン 等

外来機能報告等に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・医療資源を重点的
に活用する外来
・外来機能報告
・地域における協議
の場
・医療資源を重点的
に活用する外来を
地域で基幹的に担
う医療機関 等

在宅医療及び
医療・介護連携に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・在宅医療の推進
・医療・介護連携の
推進

救急・災害医療
提供体制等に関す

るＷＧ
○以下に関する詳細
な検討
・第８次医療計画の
策定に向けた救急
医療提供体制の在
り方
・第８次医療計画の
策定に向けた災害
医療提供体制の在
り方 等

【５疾病 】
各疾病に関する検討の場 等

＊へき地医療、周産期小児
医療については、第７次
医療計画の策定に向けた
検討時と同様、それぞれ、
以下の場で専門的な検討
を行った上で、「第８次
医療計画等にする検討
会」に報告し、協議を進
める予定。
・へき地医療
厚生労働科学研究の班
・周産期医療、小児医療
有識者の意見交換

【新興感染症等 】
感染症対策（予防計画）に
関する検討の場 等

連
携

報
告
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第８次医療計画の策定に向けた検討体制【厚生労働省】

○第８次医療計画の策定に向け、「第８次医療計画等に関する検討会」を立ち上げて検討。
○現行の医療計画における課題等を踏まえ、特に集中的な検討が必要な項目については、本検討会の下に、
以下の４つのワーキンググループを立ち上げて議論 。
○新興感染症等への対応に関し、感染症対策（予防計画）に関する検討の場と密に連携する観点から、双方の
検討会・検討の場の構成員が合同で議論を行う機会を設定。

第８次医療計画等に関する検討会
○医療計画の作成指針（新興感染症等への対応を含む５疾病６事業・在宅医療等）
○医師確保計画、外来医療計画、地域医療構想 等
※具体的には以下について検討する
・医療計画の総論（医療圏、基準病床数等）について検討
・各検討の場、ＷＧの検討を踏まえ、５疾病６事業・在宅医療等について総合的に検討
・各ＷＧの検討を踏まえ､地域医療構想､医師確保計画､外来医療計画について総合的に検討
※医師確保計画及び外来医療計画については、これまで「医師需給分科会」で議論してきて
おり、次期計画の策定に向けた議論については、本検討会で議論。

地域医療構想及び
医師確保計画に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・医師の適正配置の
観点を含めた医療
機能の分化・連携
に関する推進方針
・地域医療構想ガイ
ドライン
・医師確保計画ガイ
ドライン 等

外来機能報告等に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・医療資源を重点的
に活用する外来
・外来機能報告
・地域における協議
の場
・医療資源を重点的
に活用する外来を
地域で基幹的に担
う医療機関 等

在宅医療及び
医療・介護連携に
関するＷＧ

○以下に関する詳細
な検討
・在宅医療の推進
・医療・介護連携の
推進

救急・災害医療
提供体制等に関す

るＷＧ
○以下に関する詳細
な検討
・第８次医療計画の
策定に向けた救急
医療提供体制の在
り方
・第８次医療計画の
策定に向けた災害
医療提供体制の在
り方 等

【５疾病 】
各疾病に関する検討の場 等

＊へき地医療、周産期小児
医療については、第７次
医療計画の策定に向けた
検討時と同様、それぞれ、
以下の場で専門的な検討
を行った上で、「第８次
医療計画等にする検討
会」に報告し、協議を進
める予定。
・へき地医療
厚生労働科学研究の班
・周産期医療、小児医療
有識者の意見交換

【新興感染症等 】
感染症対策（予防計画）に
関する検討の場 等

連
携

報
告

①Ｒ３.６.18
②Ｒ３.８.６
③Ｒ３.10.13
④Ｒ３.11.５
⑤Ｒ３.11.11
⑥Ｒ３.12.23
⑦Ｒ４.３.４
⑧Ｒ４.５.25
⑨Ｒ４.６.15
⑩Ｒ４.７.20

①Ｒ３.７.29
②Ｒ３.12.３
③Ｒ４.３.２
④Ｒ４.５.11
⑤Ｒ４.６.16
⑥Ｒ４.８.10
⑦Ｒ４.９.21
⑧Ｒ４.10.12
⑨Ｒ４.10.27

①Ｒ３.７.７
②Ｒ３.７.28
③Ｒ３.９.15
④Ｒ３.10.20
⑤Ｒ３.11.29
⑥Ｒ３.12.17
⑦Ｒ４.３.16

①Ｒ３.10.13
②Ｒ４.２.９
③Ｒ４.４.14
④Ｒ４.４.28
⑤Ｒ４.６.15
⑥Ｒ４.７.８
⑦Ｒ４.10.５

①Ｒ３.10.13
②Ｒ４.３.９
③Ｒ４.６.15
④Ｒ４.７.20
⑤Ｒ４.７.28
⑥Ｒ４.９.28
⑦Ｒ４.10.14
⑧Ｒ４.10.31

①Ｒ３.12.17
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⑩Ｒ４.７.20
⑪Ｒ４.７.27
⑫Ｒ４.８.４
⑬Ｒ４.８.25
⑭Ｒ４.９.９
⑮Ｒ４.10.７
⑯Ｒ４.10.26
⑰Ｒ４.11.４



○医療計画の策定・見直しについては、北海道総合保健医療協議会で協議することとしており、各疾患・事業ごとの協議
は所管の専門委員会・小委員会等で行い、全体については、地域医療専門委員会で協議する。（Ｒ４.５総会決定事項）

○新興感染症等への対応に関する検討の場については、現在、検討中。

地域保健専門委員会

○がん

地域保健専門委員会

循環器疾患
対策小委員会

○脳卒中
○心筋梗塞等の
心血管疾患

糖尿病対策
小委員会

○糖尿病

精神医療審議会

○精神疾患

北海道精神保健福祉審議会

救急医療専門委員会

○救急医療 ○災害医療

救急医療専門委員会総医協 地域医療専門委員会

○医療計画取りまとめ・全体協議
○へき地医療、○外来医療計画

看護対策
小委員会
○看護師等
確保対策

周産期・小児医療検討委員会

○周産期医療、○小児医療

在宅小委員会

○在宅医療

地域医療専門委員会

北
海
道
医
療
審
議
会

諮問

答申

北
海
道
知
事

北海道総合保健医療協議会

※上記以外の関連施策等は他協議会等で協議
※新興感染症の検討体制は、別途整理

※北海道総合保健医療協議会での
計画案了承後

精神医療審議会

○医師確保計画

北海道医療対策協議会

次期北海道医療計画策定に向けた検討体制について【北海道】
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